
労働安全衛生の取組み



ビルメンテナンス業における安全の意義

● 当社が安全を重視する理由

当社は、ビルメンテナンスを通じてオーナーさまが所有する物件の資産価
値を維持・向上させることを重要な役割としています。そのためには、美観
や清潔さの確保、設備の適切な維持管理に加え、作業に従事する従業員や協
力会社の皆様の「安全」が欠かせません。

重大な労働災害は、被災されたご本人やご家族に深い悲しみをもたらすだ
けでなく、当該建物やオーナーさまに対する社会的評価にも大きな影響を及
ぼします。

当社は、安全を単なる「手段」ではなく、「お客さまへ提供する価値その
もの」、そして「すべての業務の土台」と位置づけ、さまざまな安全衛生活
動に取り組んでいます。
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小田急ビルサービス安全衛生メソッド

● 「当社基準(全社基準)」に基づく

リスクアセスメント

● 危険個所への対応

● ５S活動の推進

● 情報誌による啓発

● 安全衛生協力会の活動

● 事故防止セミナーの開催

● 健康増進活動

● ヒヤリ・ハット活動

● 再発防止策の立案、実施

● 再発防止策の検証

未 然 防 止 活 動

再 発 防 止 活 動

リスクアセスメント
活動

危険体験の共有活動
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リスクアセスメント活動

リスクアセスメント活動について

● 「当社基準(全社基準)」に基づく

リスクアセスメント

● 危険個所への対応
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「当社基準(全社基準)」に基づくリスクアセスメント

当社では、品質管理のために職業倫理や法令
適合、契約履行、協力会社管理、労働安全衛生
など1,081項目に及ぶ基本的品質事項の当社基
準(全社基準)を設けており、このうち144項目
を最重点管理項目に位置付けています。

労働安全衛生では、熱中症やメンタルヘルス
、高年齢労働者への安全対策、安全衛生教育、
危険予知活動、安全パトロール、事故の再発防
止などの項目を含み、安全衛生のリスクアセス
メントに活用し、安全な職場づくりに努めてい
ます。

【全社基準】全1,081項目
・職業倫理
・法令適合
・契約履行
・協力会社管理
・労働安全衛生
(熱中症対策、メンタル
ヘルス、高齢労働者
安全対策、安全衛生
教育 ほか)

うち144項目

最重点項目として
徹底管理！！

当社基準(全社基準)に基づいた

安全な職場づくり
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危険個所の抽出と改善

管理物件の作業箇所におけるリスクア
セスメントを実施し、潜在する危険要因
の抽出と改善を行っています。

左は対応の一例です。危険箇所を自ら
改善し、転倒等の労働災害の未然防止に
取り組んでいます。

危険個所への対応
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未 然 防 止 活 動

未然防止活動について

● 事故防止セミナーの開催

● 情報誌による啓発

● 安全衛生協力会の活動

● ５S活動の推進

● 健康増進活動
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安全衛生協力会での活動

協力会社との安全活動

当社では、協力会社との連携強化お
よび安全水準の向上を目的として、安
全衛生協力会を組織しています。

協力会では、安全衛生巡視や外部講
師による講演会を毎年実施し、関係法
令や安全対策に関する情報共有を通じ
て、協力会社とともに安全意識の向上
と労働災害の未然防止に取り組んでい
ます。

▲安全衛生巡視の様子

▲安全衛生講演会の様子

【これまで取り扱った講演テーマの一例】

■最新の知見を基にした熱中症対策

■高齢労働者の健康増進と転倒防止

に向けて
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事故防止セミナーの開催

従業員と協力会社を対象とした

事故防止セミナーの開催

毎年3月に従業員と協力会社を対象とし
た事故防止セミナーを開催しています。

労働災害事例や事故防止のポイントを共
有することで、安全意識の向上および安全
基準の統一を図り、協力会社とともに安全
文化の醸成に取り組んでいます。

【これまで取り扱った講演テーマの一例】

■ヒューマンエラーによる事故・災害防止

■欠けていませんか？ビルメンの安全で

最も重要な心構え！

■事故防止に最も重要な心構え

～なぜ事故やミスが繰り返されるのか～
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５S活動の推進

５S活動推進職場の紹介

当社では5S活動を安全向上と職場環境
改善の基盤と位置付け、全社的な推進を
行っています。

５S活動が特に進んでいる職場について、
社内報や動画で全社へ紹介することで、
活動の波及・拡大を図っています。

▲社内情報誌による紹介 ▲推進者インタビュー動画の社内公開
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５S活動の推進

５S活動実践職場の見学会の実施

社内への５S活動推進のため、前頁で紹介
した５S活動推進職場の社内見学会を実施し
ています。各部門の推進者による意見交換
を行い、５S活動を推進しています。

▲見学会の様子

５S活動推進ポスターの作成

５S活動のキャッチフレーズを社内公募により決
定し(｢身につけよう ５Sは職場のサービス品質｣)、
５S活動推進ポスターを作成し全職場に掲示してい
ます。

▲5S活動推進ポスター
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情報誌による啓発

労働災害防止の意識向上

品質向上および労働災害防止に関する
情報誌「OBSクオリティ」を品質管理推
進部から毎月発行し、全従業員への啓発
活動を実施しています。

安全第一の理念に基づき、作業に潜む
リスクやその対策などの啓発記事を随時
掲載し、全従業員への継続的な情報発信
を通じて、安全文化の醸成に取り組んで
います。
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特定保健指導について

(ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの導入)

定期健康診断の結果、生活習慣病のリ

スクが高く、生活習慣の改善による生活

習慣病の予防効果が期待できる対象者に

は、健康保険組合と協働で、特定保健指

導を実施しています。

2025年度からは、さらなる充実を図

るためスポーツクラブのプログラムを導

入し、「一人ひとりの目標や理想の実現

をサポートする」健康支援を行っていま

す。

対象者自身が主体的に健康づくりに取

り組める伴走型のサポートにより、生活

習慣の改善、健康増進および生活習慣病

の重症化予防に取り組んでいます。
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健康増進活動



ウォーキングイベントへの参加

による健康増進と体力維持

小田急健康保険組合主催のウォーキン

グイベントに、有志を募り参加していま
す。

歩数のランキングに応じた部内表彰制

度を設け、参加意欲の向上を図り、所属

員の健康増進と体力維持を通じた労働災

害の未然防止に取り組んでいます。
小田急グループ健康保険組合

健康増進活動
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危険体験の共有活動

危険体験の共有活動について

● ヒヤリ・ハット活動
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ヒヤリ・ハット活動

ヒヤリ・ハット事例の収集と共有

毎年４月～６月にかけ、東京ビルメン
テナンス協会が行っている募集にあわせ
て、社内の各部門からヒヤリ・ハット事
例を収集しています。

また、集まった事例は協会に応募し、
令和５、６、７年では連続で入選を果た
しています。
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再発防止活動について

再 発 防 止 活 動

● 再発防止策の立案、実施

● 再発防止策の検証
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再発防止策の立案、実施

再発防止策の立案、実施にあたっては、三現主義(現場、現物、現実)      
に則り、４M分析(人、設備・道具、方法、材料・環境)などの手法で真因
分析を行い、真因に対しての対策を考え、責任者や期限、確認方法を決め
対策を実施します。

その後、社内への再発防止策の共有と安全教育を実施します。
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再発防止策の検証

再発防止策の検証については、対策の効果の確認を安全パトロール等で
実施します。

再考が必要な際は適宜対応することになりますが、効果が確認された場
合は、必要により標準化し、リスクアセスメントに反映させます。
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再発防止策の検証フローの一例

再発防止策の検証
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